
・体育科では「進んで運動に取り組む子の育成」を目標とし、運動することの楽しさや喜びを友達
とのかかわりの中で実感できるようにする。
・保険の学習では、規則的な生活をすることが体調を整え、心身ともに安定した生活につながる
ことを学ぶようにする。
・家庭科の学習・バランスイーナワークの活動を通して、色々な食べ物をバランスよく摂取するこ
との大切さに気付くようにする。
・学校保健委員会で気軽にできる運動を紹介するなどして、健康に関する話題を取り上げ、健康
に対する意識を高める。

（１）ものごとを多面的に捉えたり、思考を深めながら
判断していく力が弱い。
・学年・教科ごとに年々学習意識が高まり、それに
伴って学力が向上している。
・知識・理解があり、市の平均よりも正答率が高い。
・算数の統計や図形、国語の説明文や話す・書くなど
の表現での正答率が低く、考えたことを表す力が弱
い。
・情報の収集・活用能力に課題があり、体験させなが
ら学ぶ必要がある。

（２）自己表現と他者を認められるよう、重点課題とし
ながら研究を行っている。
・図工やICTを活用していく中で、表現したものを認め
合うことができるようになり、自信をつけながら学習す
る姿も見られるようになった。
・一方で、発想している時や考えを深めるとき（個人・
グループでの）の活用の在り方にまだまだ工夫を取り
入れられる。
・今年度は、重点研究での授業を実施し、研修などで
ICTの活用の幅を広げ、用途に合わせた活用方法が
できることを期待している。
・思考・表現に関しては、外国語の学習の中でも活用
の場が広がりつつあり、国語やその他の学習の中で
も同じように活用していけるよう、準備を進めている。
・評価についての共通理解がより必要となり、学習状
況調査を活用しながら評価と一体化していく中で、問
題解決していく姿を育てていきたい。
・（3年計画）カリマネを通して、学年で評価の方法や
内容を検討したり、単元について話し合う時間を作る
ことで、互いに指導を見直し、指導と評価の一体を図
りながら、系統性を意識した授業計画・指導を行える
ようにしたい。

一人ひとりの感じたことを大切に、ICTを活用しながら自分らしさを表現し、他者のよさに
気づく子どもを育てる。

(1)多くの子どもたちがスポーツクラブなどに所属し運
動に親しんでいる一方、運動に関心のない子は体育
の時間しか積極的に体を動かす機会がない。コロナ
禍でその傾向はさらに加速し、体力的にも運動能力
的にも二極化の傾向にある。体重が増加傾向にある
児童もやや増えている。
・体力・運動能力は、全校区平均と比べてほぼ同じ
か、やや平均を下回るレベルのものもある。休み時間
や放課後の運動の機会がコロナの影響もあり減少し
ているしていることも原因にあると思われる。
・ほとんどの児童が三食きちんととっており、朝から生
活のリズムは整っていると思われる。
　
（２）休み時間や体育の授業を活用し、課題に合わせ
た運動の機会の確保や年間を通した取り組みが必要
である。
・バランスイーナワークや、家庭科・保健の学習などを
通して、体調を整え心身ともに安定した生活につなが
ることを学ぶようにしていく。

・バランスイーナワークを通して家庭との連携を密にとり、学校・家庭との両面から食育を推進していき
ます。
・1校１実践のランニングラリー他、様々な機会を通して体力を向上させる方法を実践していきます。

目標を実現するための具体的行動プラン 目標を実現するための具体的行動プラン
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①「一人ひとりの自分らしさを表現し、他者のよさに気づく子どもの育成」を目指し、ＩＣＴを活用し
た研究を進める。（ipadの活用）昨年度のICT活用例を参考にしつつ、今年度も各教科の活用例
を集め、さらに研修の中で活用方法を広げていく。
②研究テーマに即した職員研修を実施する。（実技研修1回）
③評価の具体を学んだり、カリマネを学年ごと見直す機会をつくり、学年の共通理解を図りなが
ら学習の中で意識して行えるようにする。
④学習状況調査の活用を図り、子どもたちに主体的に学び、表現や思考を深める学習の場をつ
くれるよう検討していく。
⑤教科分担制の良さを生かし、多くの教員の目で児童を見守り、関係を築きながら、心身ともに
健康な状態で学習に励めるようにする。児童の困り感を共通理解しながら学習支援を行ってい
く。
⑥学年や地域行事等をはじめ、地域との連携を深め、まちについて見識を広げる。総合的な学
習の時間などに、主体的に課題を見つけ、まちとともに豊かに学び合い、解決していく力を育成
する。
⑦低学年からの一部専科制、中学年でのチームティーチングを導入、Gルーム（Grow up room）

上
半
期

・体育科では「進んで運動に取り組む子の育成」を目標とし、運動することの楽しさや喜びを友達
とのかかわりの中で実感できるようにする。
・保険の学習では、規則的な生活をすることが体調を整え、心身ともに安定した生活につながる
ことを学ぶようにする。
・家庭科の学習・バランスイーナワークの活動を通して、色々な食べ物をバランスよく摂取するこ
との大切さに気付くようにする。
・学校保健委員会で気軽にできる運動を紹介するなどして、健康に関する話題を取り上げ、健康
に対する意識を高める。

今年度の目標 健やかな体に関わる本校の状況
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①「一人ひとりの自分らしさを表現し、他者のよさに気づく子どもの育成」を目指し、ＩＣＴを活用し
た研究を進める。（ipadの活用）昨年度のICT活用例を参考にしつつ、今年度も各教科の活用例
を集め、さらに研修の中で活用方法を広げていく。
②研究テーマに即した職員研修を実施する。（実技研修1回）
③評価の具体を学んだり、カリマネを学年ごと見直す機会をつくり、学年の共通理解を図りなが
ら学習の中で意識して行えるようにする。
④学習状況調査の活用を図り、子どもたちに主体的に学び、表現や思考を深める学習の場をつ
くれるよう検討していく。
⑤教科分担制の良さを生かし、多くの教員の目で児童を見守り、関係を築きながら、心身ともに
健康な状態で学習に励めるようにする。児童の困り感を共通理解しながら学習支援を行ってい
く。
⑥学年や地域行事等をはじめ、地域との連携を深め、まちについて見識を広げる。総合的な学
習の時間などに、主体的に課題を見つけ、まちとともに豊かに学び合い、解決していく力を育成
する。
⑦低学年からの一部専科制、中学年でのチームティーチングを導入、Gルーム（Grow up room）

下
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学力向上アクションプラン 健やかな体の育成プラン

今年度の目標

重点取組分野 具体的取組 重点取組分野 具体的取組

授業改善
①「自分らしさを表現し、他者のよさに気付く子どもの育成」を目指し、ICTを活用した研究を進める。（iPadの活
用）
②テーマに即した授業研究会や実技研修会等の職員研修を実施する。
③一部教科分担制の推進により 教師の専門性を活かした分かる楽しい授業を目指す

健やかな体の育成
①バランスイーナワークなどで得た知識をもとに、健康に良い食べ方を進んでできるよう、学校・家庭の両面から食育を進める。　②
運動委員会や計画委員会など、児童の思いや考えも取り入れながら体力向上の実践を推進していく。
③児童自らが健康課題の改善に取組めるよう、学校保健委員会を活用し全校児童へ発信していく。

担当 学力保障、情報・GIGA 担当 健康安全・食育

学力向上に関わる本校の状況

豊かな『感性』と確かな『学び』
【知】自ら学び、考え、ともに学び（高め）合う子どもを育てます。
【徳】さまざまな学習活動を通して感性豊かな子どもを育てます。
【体】健康で安全な生活ができる子どもを育てます。
【公】人と人、地域とのつながりを大切にする子どもを育てます。
【開】国際社会へと視野を広げる子どもを育てます。

基本的生活習慣が身に付いており、比較的穏やかで
素直であるが、自分の気持ちを出せずに我慢してしま
う児童もいる。相手の気持ちを理解せずに自分の思
いだけで行動してトラブルになることもある。自分の思
うようにことが進まなかったときに、正しい行動がとれ
ないときがある。

・学習に主体的に取り組める授業を展開し、学び合い、高め合って学習を深めていきます。
・さまざまな教育活動を通して、豊かな感性を育み、自己有用感を持たせ、自他を大切にする人権感覚を
もたせます。
・地域や保護者との連携を図りながら、人と人、地域とのつながりを大切にしていきます。
・教職員が相互に啓発・連携する活気あふれた学校運営組織の確立を推進していきます。

目標を実現するための具体的行動プラン

上
半
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【道徳教育】道徳科を要とした学校の教育活動全体を通じた道徳教育　（必須項目）
・年間計画に沿って、その時期や発達段階にあった道徳授業の充実を図り、適宜授業公開もす
る。
・道徳的価値について自ら考えるきっかけとなるよう教科書や副読本を積極的に活用する。
【異学年交流の充実】
・美西タイム(たてわり活動)の回数や内容を見直し、充実させることで異年齢集団の交流を深
め、思いやりや助け合いの心を育む。
・学級集団の一員としてよりよい生活や人間関係を築けるようにする。
・クラブ活動や委員会を通して、異学年に対する関わり方を学んだり、学校の仕事に携わること
で自己肯定感を高めたりする。
【様々な人や物事との関わり】
・地域の行事への積極的な参加を呼びかけ、さまざまな人々との出会いを通して豊かな心を育
んでいく。
・図工や音楽の鑑賞活動を充実させ、豊かな感性を育む。

教育課程全体で
育成を目指す資質・能力

コミュニケーション能力
　

問題発見・解決能力

自分づくり

具体化した資質・能力

〇自分らしさを表現する力
〇他者のよさに気づく力

下
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【道徳教育】道徳科を要とした学校の教育活動全体を通じた道徳教育　（必須項目）
・年間計画に沿って、その時期や発達段階にあった道徳授業の充実を図り、適宜授業公開もす
る。
・道徳的価値について自ら考えるきっかけとなるよう教科書や副読本を積極的に活用する。
【異学年交流の充実】
・美西タイム(たてわり活動)の回数や内容を見直し、充実させることで異年齢集団の交流を深
め、思いやりや助け合いの心を育む。
・学級集団の一員としてよりよい生活や人間関係を築けるようにする。
・クラブ活動や委員会を通して、異学年に対する関わり方を学んだり、学校の仕事に携わること
で自己肯定感を高めたりする。
【様々な人や物事との関わり】
・地域の行事への積極的な参加を呼びかけ、さまざまな人々との出会いを通して豊かな心を育
んでいく。
・図工や音楽の鑑賞活動を充実させ、豊かな感性を育む。

中期取組目標
じぶん大すき、ともだち大すき、ふるさと大すき、美西の子！
〇「子どもが主体的に学ぶ」授業への取り組みをさらに進める【知】
〇子ども一人ひとりの感じ方を大切にして、自分らしさを表現するとともに、他者を認め合うようにする【徳】
〇食や運動の大切さを知り、健康的な生活を送ろうとする意識を育てる【体】
〇保護者や地域、外部団体を積極的に受け入れ、人や地域とのつながりの中で学ぶ機会を増やす【公】
〇自己肯定感をもち、他者を受け入れられるようにする【開】

豊かな心の育成
①教職員と児童がめあてと振り返りを明確にして行事を実施し、資質・能力の育成に即した内容の精選を推進する。
②学年ごとで共通意識を持ち、児童の自己肯定感を高める意図的・継続的な活動を行う。
③社会的スキルを育てる横浜プログラムを活用した、自分づくり・仲間づくり・集団づくりに取組む。

担当 人権・児童指導

学校教育目標 豊かな心に関わる本校の状況 今年度の目標

横浜市立 美しが丘西小学校 令和５年度 豊かな心の育成推進プラン

中期取組目標実現に向けた「三つのプラン」
重点取組分野 具体的取組
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